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静岡市から見た寓士山の霊長明度 と

南偏風 との関係について

(1) 

佐々倉 航 三栄

静岡大学教育学部研究報告第 8号 11957)において筆者 は望月誠君と共

著で 「静岡市から昆た富士山由鳳別度に舵いてJと脂し て小筒官発表 Lた。昭

和 30年 (1955)に1年間i毎 日午前 10時に望 月若が静 岡市から富士 山の

働側度を6階級 t備考書照〉 に区分 Lて観測し、 その貰軒を同人が統計的にま

とめたもりであった.その結果は富士山の齢朗度思牢 変化の央体を朗らかにし、

且それを富士山演における湿度の年変化との聞に密接な負の相闘があることを

知ったが、 後者は現車学的に考えても寧ろ当然すぎなくらいのことである。

筆者は顧問lll:の牢量:rむから考察 Lて敏朗皮をおとす製図は閤偏鼠にあること

に早くから着目 Lた が、 設近極 めて簡単な方法でこのことをはっきり主突きと

め ることが出来た の でここに不取敢報告しておきたい。

制査の対照に採っ た臨明度は各月の ものではなく春車秩専の 4季における平

均白ものに限ったが、 この倣は上 記舗文中の第 171頁に次のように出て い る。

| 春 | 車 | 駄 4寸
第 1表

1 1.03 I 0.77 I 2.27 I 2.83 

次に筆者が同じ教育学部研究報告第8号中に松田英二君主共著で 「静岡にお

ける風向と天気との関係に就いてJなる小訟を発表 Lたが、 その中の第 16 1 

頁には昭和 15年 4月から昭和 24年12月までの毎日正午春夏秩専の 4'*に

おける静岡の各風向顔度の全観測回数に対する百分串を表示 Lてある。 同 表に

よれば備偏風については次のようになっている。

事 夏 秩 4 

SSE 1 7.0 1 9.8 1 0.9 10.4 

第 2表 s 2，4.1 3 0.2 1 8.6 14.5 
SSW 6.9 1 1.5 5.5 4.7 

計 48.0 6 1.5 35.0 29.6 

依み に第 1表の響E秩4の平均傾倒度と節 2衰の商偏風 (SSE、s.SSW 

の百 分串の合計〉と白相関{負〉を図示す れば次のようになる。

義援 教育学部数 授 -3-
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陶偏風の百分串頗辰之助樹皮とが意外なほ Eに密接な相陶 t負)を有すること

すなわち南偏風の出現頗Iltが大きいほど平均鼠朗 lltがおもるがわかるであろう。

のである。

仰角約t水平距離約 54粁)静岡市から北東方へ領高3粁8(J)冨土山頂に主る

これ4。内の途中何れかの部分の大気が混泊すれば融関度~;おちるわけであるが、

は駿河湾上を北上する比較的温度町高い閑備の気流が富士山体の南斜面を強制上

強制 上昇す鼻するために生じる一種の淑気によるものと考えることが出来よ 5。

る気流。温度が露点に議 Lなくとも司成りの高湿度に越すれば濠気を生起 L晶い

， 
こと は 既に事実と Lて知られているところである。

これらのことは春E秩専の富士山頂。平均湿度と静岡町南偏風頻度目百舟車と

の柑闘が問図に昆られるような平行関係にあることからも充舟に推察されるので

ある。
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第 3表

2月静岡大

学気候 学 研 究室にて〉

顕明度o:降雨白た弘文は雲験こ掩われて見えない。顕明度3:かすんで見え弘傭考

4 :普通に見える。} :かすんで見えなし、

5 :はヲきり見える。

_4_ 

2 :かすんでかすかに見え弘


